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各 位 

会社名:ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社 

代表者名:代表取締役社長 橋爪 克仁 

(コード番号:6090 東証マザーズ) 

問合せ先:取締役コーポレート統括本部長 大畑 恭宏 

(TEL:03-3551-2180) 

 

連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、2020年 11月 11日開催の取締役会において、連結子会社である HMTバイオメディカ

ル株式会社を吸収合併することについて下記のとおり決議いたしましたので、お知らせいたします。

なお、本合併は当社 100％出資の連結子会社を対象とする簡易合併・略式合併であるため、開示

事項・内容を一部省略しております。 

 

記 

 

１．本合併の目的 

当社グループはメタボローム解析技術を用いたメタボロミクス事業と、メタボローム解析技術を

応用すること等で発見されたバイオマーカーを用いて、疾病の新たな検査方法等の開発に取り

組み、実用化・事業化を推進するバイオマーカー事業を展開しております。 

このたび、当社グループは本合併に伴い、2事業間でのより緊密な連携による研究開発・事業

開発を促進し、また業務の効率化を推し進めることで、企業価値向上を図るため、親子間での組

織再編（当社によるHMTバイオメディカル株式会社の吸収合併）を行うことを決定いたしました。 

 

２．本合併の要旨 

（１）本合併の日程 

合併決議取締役会（両社） 2020年 11月 11日 

合併契約締結 2020年 11月 11日 

合併予定日（効力の発生日） 2021年１月１日（予定） 

（注）本合併は、当社においては会社法第 796 条第２項に定める簡易合併に該当し、当該子会

社においては会社法第 784 条第１項に規定する略式合併に該当するため、いずれも合併

契約の承認に関する株主総会は開催することなく行います。なお、HMT バイオメディカル

株式会社は債務超過となっておりますが、当社は当該債務超過相当額の貸倒引当金を計

上しており、本合併の際に当該貸倒引当金を戻し入れることから、本合併による差損は発



 

生しないものと判断し、簡易合併手続を採用いたします。 

 

（２）本合併の方式 

当社を存続会社とし、HMTバイオメディカル株式会社を消滅会社とする吸収合併です。 

 

（３）本合併に係る割当ての内容 

完全子会社であるため、本合併に際して、当社は株式の割当て及びその他の財産の交付を

いたしません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３.合併当事会社の概要（2020年６月 30日現在） 

 存続会社 消滅会社 

（1）名称 
ヒューマン・メタボローム・テクノロジ

ーズ株式会社 
HMTバイオメディカル株式会社 

（2）所在地 
山形県鶴岡市覚岸寺字水上 246 番

地２ 

神奈川県横浜市港北区新横浜２

丁目 11番５号 

（3）代表者の役職 

・氏名 
代表取締役社長 橋爪 克仁 代表取締役社長 橋爪 克仁 

（4）事業内容 メタボロミクス事業 バイオマーカー事業 

（5）資本金 1,480,100千円 50,000千円 

（6）設立年月日 2003年７月１日 2016年１月 21日 

（7）発行済株式総数 5,895,800株 2,000株 

（8）決算期 ６月 30日 ６月 30日 

（9）大株主 

及び持株比率 

冨田 勝 6.62％ 

当社 100.00％ 

エムスリー株式会社 3.68％ 

曽我 朋義 3.53％ 

株式会社平田牧場 3.39％ 

第一生命株式会社 3.16％ 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2020年６月期（連結） 2020年６月期（単体） 

純資産 1,215,265千円 △604,194千円 

総資産 1,538,146千円 107,929千円 

1株当たり純資産 189.48円 △302,097.30円 



 

売上高 1,118,495千円 4,314千円 

営業利益 △17,039千円 △131,254千円 

経常利益 △16,502千円 △137,214千円 

当期純利益 ※ △47,794千円 △148,836千円 

1株当たり当期純利益  △8.15円 △74,418.12円 

※親会社株主に帰属する当期純利益であります。 

 

４．合併後の当社の状況 

本合併による当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、資本金及び決算期に変更はありま

せん。事業内容につきましても、HMT バイオメディカル株式会社の事業内容を存続会社である

当社が継承するため、当社グループにおける事業内容に変更はありません。 

 

 

５．今後の見通し 

本合併は、当社が発行済株式の全てを保有する連結子会社との合併であるため、連結業績

に与える影響は軽微であります。 

 

（参考）当期連結業績予想（2020年８月 14日公表分）及び前期連結実績 

                                                   （単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

当期連結業績予想 

（2021年 6月期） 
1,200 20 35 10 

前期連結実績 

（2020年 6月期） 
1,118 △17 △16 △47 

 

以上 

 


